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NF-κB 制御を指標とした機能食材の選別とその評価 

Identification and Evaluation of Ingredients from Edible Plants Which Possess the 

Regulatory Function Against NF-κB 
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The use of extracts from edible plants to alleviate inflammatory diseases such as asthma or dermatitis, has 

been a popular folk remedy for centuries in Japan and other countries. To assess the efficacy of such 

ingredients, which we call as the Edible Plant-derived NF-κB Regulators (EPNREs) isolated mainly from 

Japanese mushrooms, citruses and seaweeds we took advantages of our molecular cellular biological 

techniques which enable to digitalize the activities of the immunologic or stress responsive transcription factor, 

nuclear factor kappa B (NF-κB). 

 

【目的】 

 転写因子 NF-κB は病原体感染、紫外線などストレスを伴う外部刺激によって活性化され、免疫応

答反応や抗アポトーシス活性を誘導する。一方 NF-κB の過剰活性化は自己免疫疾患や細胞の不死化

など生体にとって不都合な生理現象も誘発する。日常的に我々が摂取する植物性農水産物には様々な

生理活性物質(フィトケミカル)が含まれており、上記疾病や生活習慣病の予防に寄与することが知ら

れている。フィトケミカルの生理活性を特に、可食農水産植物由来 NF-κB 活性制御因子(Edible 

Plant-derived NF-κB Regulator: EPNRE)活性に限定し、粗抽出液からの分画操作より得た化合物並びに

精製標品の評価を行った。 

 

【方法】 

 HEK293 培養細胞に NF-κB-Luciferase（リポーター）とガン遺伝子、若しくはリポーター+TNFαの

２系統の評価系に対し、様々な食品由来粗抽出液を投与し NF-κB 抑制効果を数値化した。EPNRE 効

果が明確に検出されたサンプルは更に、当研究室で新規に作成したトランスジェニックマウスへの経

口投与試験により、種々の生理活性・安全性について試験した。 

 

【結果】 

 キノコ菌糸体・子実体、柑橘果皮１２０種類の粗抽出液を上記培養細胞系で評価したところ、８種

類に明確な EPNRE 効果が現れた。その中から特に柑橘由来成分について活性成分の精製を進めたと

ころ、ある種のテルペンに抗腫瘍・抗炎症効果があることが判明した。また、柑橘由来成分を長期経

口投与したところ、血漿中炎症シグナルの軽減が明確に数値化された。 

 

【結論】 

 In vitro、in vivo の一貫した評価系により、食材に存在する EPNRE の生理活性並びに安全性を評価

できた。この手法は様々な食材の評価に応用可能である。 


